138V1D-1　付属証明書
エコマーク商品類型No.138「建築製品（材料系の資材）Version1」
付属証明書
【分類D-1　～耐火鋼材～】
本付属証明書は、エコマーク商品類型No.138「建築製品（材料系の資材）Version1」のエコマーク使用申込を行う際に、「エコマーク商品認定・使用申込書」とともに提出して下さい。

	申込日：
	
	年
	
	月
	
	日

	申込ブランド名
	

	申込者
	（会社名）




	＜付属証明書の作成方法＞
1．申込製品に関する必要事項を「記入欄」に記載して下さい。
※「記入欄」に網かけがある「項目」は記入不要です。
2．「添付証明書」欄の各証明書をご用意下さい。各証明書は、本付属証明書と併せてエコマーク商品認定・使用申込時に提出して下さい。
3．「添付証明書」に網かけのある「項目」は、添付証明書の提出は不要です。
※ 各証明書の作成は（記入例）を参照して下さい。
4．「添付証明書」の作成は「添付証明書の発行者」欄を確認して下さい。



	項目
	記入欄／添付資料　※該当する事項をチェックして下さい

	エコマーク表示（予定）の媒体について記載下さい。
※原則として製品、包装、取扱説明書、商品説明書（パンフレットなど）等にエコマークを表示すること
	[bookmark: チェック9]表示媒体：□製品　／ □包装　／□取扱説明書
□商品説明書(カタログ・リーフレット)　／　□Web 
□その他【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】


	エコマーク表示予定設計図


エコマークの表示方法はエコマーク使用の手引を参照下さい。
	表示予定設計図の提出（書式自由・原稿）
*様式2の｢エコマーク表示見本｣の画像をご活用下さい

[bookmark: テキスト110]エコマーク認定番号または使用契約者名の表示（両方を表示することも可）


	エコマークを表示しない（予定）場合はその理由を右欄に記載下さい。
	【表示無しの理由】



	項目
	記入欄
（該当する事項をチェックして下さい）
	添付証明書
	添付証明書の
発行者

	製品を開発した会社
	　□他社／□自社
※他社開発製品の場合は右記証明書をご提出下さい。
	記入表138-1
	申込承諾者

	他社において既に認定を受けている商品を別ブランドとして申込む場合
	ブランド名以外の変更が　 □ある／□ない
（該当する事項をチェックして下さい）

※変更がなければ、以下の項目の証明は不要です
	エコマーク商品認定　審査結果通知書の写し
既認定型式と本申込　　製品の型式との対応表
	申込者



分類D-1　～耐火鋼材～
	項目
	記入欄

	商品区分
	■耐火鋼材



「4．認定の基準と証明方法」を満たすために必要な証明書類
4-1．環境に関する基準と証明方法
	認定基準
項目番号
	記入欄
※ 該当する□にチェックを入れて下さい
	必要な添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-1.(1)
耐火性能
	［耐火性能］
建築物の主要構造部に使用する鋼材であって、600℃における降伏点（又は耐力）が常温での降伏点規格下限値の2/3以上を有することに
□適合　／□不適合
	試験結果など
	申込者

	4-1.(2) 
新規資源
エネルギー量
	［新規資源投入量、エネルギー消費量］
製造段階で必要となる新規資源の投入量およびエネルギー消費量に配慮していることに
備えている必要はありません□適合　／□不適合
	粗鋼1トンあたりの新規資源投入量とエネルギー消費量を記載した資料
	申込者

	4-1.(3)
リサイクル性
	［リサイクル］
普通鋼と同様のリサイクルが可能であることに
□適合　／□不適合
	添加主要元素が普通鋼へのリサイクルの阻害にならないことの説明資料
	申込者

	
	該当JIS番号
	金属素材名
	
	

	
	
	
	
	

	4-1.(4)
希少金属の消費
	［希少金属の添加］
希少金属の使用が　□ある　／　□ない
ある場合：
希少金属の消費を出来る限り抑えていることに
□適合　／□不適合
	金属素材の化学成分表　
および
希少金属の消費を抑えていることの説明資料（取り組み例又はJIS規格と比較した説明資料）

	申込者

	
	　適合の具体的内容
□希少金属の消費を抑えるための取り組みを行っている
□合金の化学成分がJISに従っている
（JISに規定のない合金元素は、JISに規定がある他の希少金属の量と比較して添加量が同等以下）
	
	

	4-1.(5)
マニュアル
	［製品に関するマニュアルの記載内容］
	マニュアル見本など
記載部分
	申込者など

	
	施工に関する記載
使用に関する記載
維持・管理に関する記載
解体に関する記載
廃棄に関する記載
リサイクルに関する記載
	□有／□無
□有／□無
□有／□無
□有／□無
□有／□無
□有／□無
	
	

	
	上記「無」の場合の省略理由
□普通鋼と同じ／□その他（　　　　　　　　　　　　）
※耐火被覆材が不要もしくは使用量を削減できること、および適切な耐火安全性を確保するため設計・製作施工に必要な技術情報は必須
	
	

	
	施工者および建築物の所有者が閲覧
	□可能
／□不可能
	
	

	4-1.(6)
環境法規の順守
	
	記入表138-2
	最終製品
製造工場長

	4-2.(7)
品質
	［建築基準法第37条への適合］
　□JIS規格に適合
　□国土交通大臣の認定
	JIS規格の試験結果、又は国土交通大臣認定書の写し
	申込者、製造事業者など
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